
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
か
ら
み
た
企
業
構
造
と
不
祥
事
と
の
関
連
（
稲
葉
）

（
七
〇
七
）

一　

は
じ
め
に
│
仮
説

本
稿
は
稲
葉
（
二
〇
一
四
）
を
補
完
す
る
研
究
ノ
ー
ト
で
あ
る
。

以
下
で
は
、
稲
葉
（
二
〇
一
四
）
の
基
本
的
な
論
旨
を
再
確
認
し

た
い
。
稲
葉
（
二
〇
一
四
）
で
は
企
業
不
祥
事
を
日
本
監
査
役
協

会
（
二
〇
一
四
）
の
定
義
に
準
拠
す
る
が
、
そ
の
あ
い
ま
い
な
部

分
を
排
除
し
、「
企
業
不
祥
事
と
は
、
会
社
の
役
職
員
に
よ
る
、

不
正
行
為
ま
た
は
法
令
も
し
く
は
定
款
に
違
反
す
る
重
大
な
事
実
、

そ
の
他
公
共
の
利
害
な
い
し
は
社
会
の
規
範
に
反
す
る
行
為
で
、

会
社
に
対
す
る
社
会
の
信
頼
を
損
な
わ
せ
る
よ
う
な
不
名
誉
で
好

ま
し
く
な
い
事
象
。」
と
定
義
し
て
い
る
。
よ
り
具
体
的
に
は
、

北
見
（
二
〇
一
〇
）
に
よ
る
不
祥
事
の
分
類
に
し
た
が
い
、
不
祥

事
を
図
1
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
以
下
の
四
タ
イ
プ
と
し
た
。

①　

規
範
逸
脱
行
為
を
伴
い
、
最
終
消
費
者
に
直
接
的
な
被
害
を

与
え
る
不
祥
事
（T

ypeⅠ

）

②　

最
終
消
費
者
に
直
接
的
な
被
害
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
規

範
逸
脱
行
為
を
伴
う
不
祥
事
（T

ypeⅡ

）

③　

製
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
関
連
す
る
対
策
不
備
に
起
因
す
る
不
祥

事
（T

ypeⅢ

）

④　

企
業
・
組
織
に
直
接
か
か
わ
る
が
規
範
逸
脱
行
動
で
は
な
く

対
策
不
備
に
よ
る
不
祥
事
（T

ypeⅣ

）

こ
の
一
方
で
、
組
織
や
集
団
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
す
る

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
か
ら
み
た
企
業
構
造
と
不
祥
事
と
の
関
連

稲　
　

葉　
　

陽　
　

二

一
二
一
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図 1　北見（2010）による企業不祥事の分類

図 2－ 1　社会関係資本からみた組織構造
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二
二



ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
か
ら
み
た
企
業
構
造
と
不
祥
事
と
の
関
連
（
稲
葉
）

（
七
〇
九
）

密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
組
織
で
は
凝
集
性
は
不
可
欠
で
あ
る
。

し
か
し
、
業
態
に
よ
っ
て
は
凝
集
性
を
必
要
と
し
な
い
も
の
も
あ

る
。
た
と
え
ば
、
専
門
職
の
集
団
で
あ
る
弁
護
士
事
務
所
、
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
、
な
ど
で
は
凝
集
性
が
高
く
な
く
と
も
業
務
の
遂
行

に
支
障
は
な
い
ケ
ー
ス
も
多
い
。
一
般
的
に
、
汎
用
品
の
生
産
か

ら
よ
り
付
加
価
値
の
高
い
多
品
種
少
量
生
産
の
業
態
に
変
化
し
て

い
く
に
従
っ
て
、
凝
集
性
の
必
要
が
低
下
し
て
い
く
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。

た
だ
し
、
組
織
内
で
の
凝
集
性
を
必
ず
し
も
必
要
と
し
な
い
組

織
で
も
、
外
に
開
い
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
つ
こ
と
は
重
要
で
あ

る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
弁
護
士
、
会
計
士
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど

は
、
組
織
内
部
の
情
報
は
不
要
で
も
、
組
織
外
部
の
情
報
は
必
須

で
あ
る
。

一
方
、
組
織
の
外
に
対
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
た
な
い
組
織

も
存
在
す
る
。
そ
も
そ
も
外
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
必
要
と
し
な

い
単
純
作
業
の
職
場
な
ど
は
構
成
員
が
組
織
外
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
持
た
な
く
と
も
支
障
は
な
い
。
汎
用
品
の
製
造
現
場
な
ど
で

は
、
個
々
の
工
員
に
は
外
部
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
不
要
で
あ
る
。

問
題
は
、
本
来
、
外
部
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
存
在
し
て
い
る

ケ
ー
ス
で
も
、
実
態
は
組
織
外
部
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
成
立
し

B
urt

（
一
九
九
二
）
やC

olem
an

（
一
九
八
八
）
の
議
論
を
参
考
に
、

図
2
│

1
に
示
す
よ
う
に
、
組
織
の
タ
イ
プ
と
し
て
次
の
四
つ
を

呈
示
し
た
。

①　

凝
集
性
が
高
く
、
外
部
に
対
し
て
閉
じ
た
組
織
（T

ype 1

）

②　

凝
集
性
が
低
く
、
外
部
に
対
し
て
閉
じ
た
組
織
組
織
（T

ype 2

）

③　

凝
集
性
が
高
く
、
外
部
に
対
し
て
開
い
た
（T

ype 3

）

④　

凝
集
性
が
低
く
、
外
部
に
対
し
て
開
い
た
組
織
（T
ype 4

）

凝
集
性
と
は
、
そ
の
組
織
内
部
の
構
成
員
間
の
ま
と
ま
り
の
状

態
を
表
す
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
即
し
て
考
え
れ
ば
、
組
織
の
構
成

員
の
間
に
双
方
向
の
密
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
て
い
る
状

態
な
ら
、
基
本
的
に
凝
集
性
が
高
い
。
一
方
、
個
々
の
構
成
員
が

そ
れ
ぞ
れ
組
織
の
中
で
孤
立
し
て
い
る
状
態
は
凝
集
性
が
低
い
。

ま
た
、
外
に
対
し
て
開
い
て
い
る
か
、
閉
じ
て
い
る
か
は
、
構

成
員
が
組
織
の
外
に
も
つ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
有
無
に
よ
る
。
構
成

員
が
組
織
外
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
閉
じ
た
組

織
、
持
っ
て
い
れ
ば
開
い
た
組
織
で
あ
る
。

こ
の
組
織
の
形
態
に
つ
い
て
若
干
付
言
す
る
と
、
凝
集
性
は
組

織
の
ま
と
ま
り
で
あ
る
か
ら
、
一
般
に
は
高
い
方
が
望
ま
し
い
。

自
動
車
工
場
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
工
程
が
、
前
後
の
工
程
と

一
二
三
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仮
説
二　

凝
集
性
が
高
く
、
か
つ
外
に
対
し
て
閉
鎖
性
が
強
い
組

織
（
図
2
│

2
のT

ype 1

）
は
、
組
織
の
規
範
逸
脱
行

為
に
よ
る
不
祥
事
（
図
1
のT

ypeⅠ

とT
ypeⅡ

）
の
頻

度
が
高
い
。

仮
説
三　

凝
集
性
が
低
く
、
か
つ
外
に
対
し
て
閉
鎖
性
が
強
い
組

織
（
図
2
│

2
のT

ype 2

）
は
、
製
品
に
関
す
る
不
具

合
に
起
因
す
る
不
祥
事
（
図
1
のT

ypeⅢ

）
の
頻
度
が

高
い
。

仮
説
四　

凝
集
性
が
高
く
、
か
つ
外
に
対
し
て
開
か
れ
た
組
織

（
図
2
│

2
のT

ype 3

）
で
は
、
不
祥
事
の
頻
度
が
低
い
。

つ
ま
り
、
企
業
不
祥
事
は
基
本
的
に
は
閉
鎖
性
の
強
い
組
織
で

生
じ
や
す
く
、
な
か
で
も
、
閉
鎖
性
が
強
く
内
輪
の
ま
と
ま
り

（
凝
集
性
）
の
高
い
組
織
の
ほ
う
が
、
よ
り
重
大
な
規
範
逸
脱
行
為

に
よ
る
不
祥
事
を
生
み
や
す
い
が
、
閉
鎖
性
が
強
く
凝
集
性
が
低

い
組
織
も
製
品
に
関
す
る
不
具
合
に
起
因
す
る
不
祥
事
を
生
み
や

す
い
。
そ
の
一
方
で
、
凝
集
性
が
高
く
、
か
つ
、
外
に
開
か
れ
た

組
織
で
は
不
祥
事
が
生
じ
に
く
い
と
い
う
仮
説
で
あ
る
。

こ
の
仮
説
は
、
組
織
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
の
形
態
の
影
響
に
つ

い
て
は
、
シ
カ
ゴ
大
学
の
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
コ
ー
ル
マ
ン
の
閉
じ
た

て
い
な
い
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
大
企
業
の
購
買
担
当
な
ど
は
、
こ
う

し
た
立
場
に
あ
る
。
購
買
担
当
の
よ
う
に
、
出
入
り
業
者
と
の
癒

着
が
問
題
と
さ
れ
る
職
種
は
、
そ
れ
で
よ
い
が
、
大
企
業
で
あ
る

こ
と
を
か
さ
に
き
て
中
小
企
業
に
居
丈
高
に
対
応
し
て
い
る
職
員

な
ど
は
、
表
面
上
は
外
部
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
る
よ
う
に
み

え
て
も
、
実
態
は
実
効
性
の
あ
る
外
部
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
成

立
し
て
い
な
い
。

以
上
は
、
主
に
業
態
か
ら
み
た
図
2
│

1
の
解
釈
で
あ
る
が
、

個
々
の
企
業
は
図
2
│

1
で
常
に
同
じ
象
限
に
存
在
す
る
わ
け
で

は
な
い
。
企
業
の
創
業
時
は
基
本
的
に
小
企
業
で
あ
り
、
顧
客
と

の
関
係
な
し
に
は
成
立
し
な
い
の
で
、
外
に
対
し
て
開
か
れ
、
か

つ
凝
集
性
が
強
い
図
2
│

1
のT
ype 3

の
形
態
で
あ
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
が
、
企
業
が
成
熟
す
る
に
従
い
、
社
内
で
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
重
要
性
が
ま
し
、
外
部
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
骸
化

し
、
内
部
の
ま
と
ま
り
は
よ
いT

ype 1

に
、
さ
ら
に
社
内
で
も
バ

ラ
バ
ラ
なT

ype 2

に
変
化
す
る
こ
と
も
あ
り
得
よ
う
。

さ
ら
に
、
こ
の
企
業
不
祥
事
の
分
類
と
企
業
組
織
の
類
型
に
基

づ
き
以
下
の
四
つ
の
仮
説
を
呈
示
し
た
。

仮
説
一　

外
に
対
し
閉
鎖
性
が
強
い
組
織
（
図
2
│

2
のT

ype 1

、

T
ype 2

）
は
、
不
祥
事
の
頻
度
が
高
い
。

一
二
四
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外
部
に
対
し
て
閉
じ
て
い
る
た
め
、
外
部
か
ら
の
第
三
者
の
意
見

や
監
視
の
目
が
届
き
に
く
い
だ
け
で
は
な
く
、
内
部
で
ま
と
ま
っ

て
い
る
た
め
、
組
織
に
と
っ
て
不
都
合
な
情
報
は
外
部
に
漏
ら
さ

な
い
と
い
う
規
律
が
は
た
ら
き
、
開
い
た
組
織
に
比
し
て
、
よ
り

深
刻
な
不
祥
事
で
あ
る
規
範
逸
脱
行
為
の
頻
度
が
高
く
な
る
。

仮
説
三
「
凝
集
性
が
低
く
、
か
つ
外
に
対
し
て
閉
鎖
性
が
強
い

組
織
（
図
2
│

2
のT

ype 2

）
は
、
製
品
に
関
す
る
不
具
合
に
起

因
す
る
不
祥
事
（
図
1
のT

ypeⅢ

）
の
頻
度
が
高
い
。」
は
、
現

場
の
社
員
が
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
仕
事
を
す
る
よ
う
な
形
態
、
た

と
え
ば
、
自
動
車
の
ア
セ
ン
ブ
リ
ー
ラ
イ
ン
の
職
工
、
主
に
外
回

り
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
、
な
ど
の
勤
務
形
態
を
想
定
し
て
い
る
。

個
々
の
構
成
員
か
ら
み
れ
ば
、
ミ
ス
を
し
て
も
、
当
座
は
、
そ
れ

を
公
に
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
低
く
、
そ
れ
が
発
覚
す
る
可
能

性
も
低
い
の
で
、
隠
ぺ
い
し
て
し
ま
う
、
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
で
あ

る
。仮

説
四
「
凝
集
性
が
高
く
、
か
つ
外
に
対
し
て
開
か
れ
た
組
織

（
図
2
│

2
のT

ype 3

）
で
は
、
不
祥
事
の
頻
度
が
低
い
。」
は
、

仮
説
一
が
成
立
す
れ
ば
、
同
時
に
成
立
す
る
が
、
と
く
に
、
外
に

対
し
て
開
か
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
つ
組
織
は
、
凝
集
性
が
不

祥
事
を
防
止
す
る
機
能
を
持
つ
と
い
う
仮
説
で
あ
る
。
外
部
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
規
範
性
を
重
視
す
る
立
場
と
、
ロ
ナ
ル
ド
・

バ
ー
ト
の
異
な
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
間
の
橋
渡
し
を
す
る
こ
と
に
価

値
が
あ
る
と
し
て
、
む
し
ろ
外
に
対
し
て
開
か
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
（B

urt, 1992

）
立
場
の
二
つ
が
あ
る
が
、

同
時
にB

urt

（2001
）
は
内
部
で
は
ま
と
ま
り
を
も
っ
た
「
凝
集

性
」
を
も
ち
、
か
つ
外
部
に
対
し
て
は
開
か
れ
た
組
織
の
有
効
性

を
論
じ
て
い
る
の
で
、
本
稿
で
は
、
こ
の
両
者
の
立
場
を
融
合
さ

せ
た
議
論
を
援
用
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
集
団
内
で
は
閉
じ
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
も
ち
な
が
ら
、
対
外
的
に
は
開
か
れ
た
組
織
こ

そ
が
、
最
大
の
業
績
を
上
げ
る
と
し
て
い
る
。

彼
ら
の
議
論
を
、
現
実
の
企
業
環
境
に
即
し
て
解
釈
す
る
と
次

の
よ
う
に
な
ろ
う
。
仮
説
一
「
外
に
対
し
閉
鎖
性
が
強
い
組
織

（
図
2
│

2
のT

ype 1

、T
ype 2

）
は
、
不
祥
事
の
頻
度
が
高
い
。」

は
、
外
に
対
し
て
閉
鎖
性
、
つ
ま
り
外
部
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

欠
如
し
て
い
る
組
織
は
、
外
部
か
ら
の
第
三
者
の
意
見
や
監
視
の

目
が
届
き
に
く
く
、
開
い
た
組
織
に
比
し
て
、
不
祥
事
の
頻
度
が

高
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

仮
説
二
「
凝
集
性
が
高
く
、
か
つ
外
に
対
し
て
閉
鎖
性
が
強
い

組
織
（
図
2
│

2
のT

ype 1

）
は
、
組
織
の
規
範
逸
脱
行
為
に
よ

る
不
祥
事
（
図
1
のT

ypeⅠ

とT
ypeⅡ

）
の
頻
度
が
高
い
。」
は
、

一
二
五
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図 2－ 2　仮説と組織構造のまとめ

図 3　北見の分類による主要企業不祥事147ケースの内訳

（出所）　稲葉（2014）
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な
も
の
は
、
多
く
の
場
合
、
経
営
者
、
と
く
に
ワ
ン
マ
ン
経
営

者
が
関
与
し
て
い
る
事
案
で
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

そ
も
そ
も
集
団
に
よ
る
決
定
は
、
そ
の
集
団
が
、
凝
集
性
が
高

く
、
外
と
隔
離
さ
れ
、
公
正
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
欠
け
、
決

定
手
順
に
関
す
る
規
範
が
な
い
、
同
質
性
の
高
い
メ
ン
バ
ー
か

ら
な
る
、
と
い
う
組
織
構
造
的
な
問
題
と
、
誘
発
的
な
状
況
文

脈
（
①
リ
ー
ダ
ー
の
解
決
策
以
上
の
よ
り
よ
い
解
決
策
を
期
待
で
き

な
い
と
い
う
外
部
か
ら
の
脅
威
か
ら
の
強
い
ス
ト
レ
ス
、
②
ａ
．
メ
ン

バ
ー
の
無
能
が
明
ら
か
な
最
近
の
失
敗
、
ｂ
．
自
己
効
力
感
を
低
下
さ

せ
る
意
思
決
定
タ
ス
ク
の
大
き
な
困
難
、
ｃ
．
倫
理
基
準
を
逸
脱
す
る

よ
う
な
代
替
策
以
外
代
替
策
が
な
い
モ
ラ
ル
デ
ィ
レ
ン
マ
、
な
ど
か
ら

く
る
自
負
心
の
低
下
）
を
伴
う
場
合
は
、
個
人
で
は
起
こ
さ
な
い

よ
う
な
誤
っ
た
決
定
を
す
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
決
定

を
行
う
会
議
の
構
成
も
重
要
で
あ
る
。
多
く
の
日
本
の
企
業
の

取
締
役
会
の
構
成
の
よ
う
に
、
業
務
執
行
を
行
う
Ｃ
Ｅ
Ｏ
な
ど

の
提
案
者
が
議
長
を
兼
ね
る
し
く
み
は
会
議
決
定
の
実
効
性
を

削
ぐ
。
提
案
者
と
議
長
の
兼
務
は
、
属
人
思
考
を
も
た
ら
し
が

ち
で
あ
る
。「
属
人
思
考
の
強
い
職
場
で
は
、
対
人
関
係
が
不

適
切
に
濃
密
と
な
り
、
組
織
ナ
ル
シ
ズ
ム
が
強
く
、
権
威
主
義

的
懲
罰
的
に
な
る
。」
換
言
す
れ
ば
、
ト
ッ
プ
を
中
心
に
メ
ン

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
第
三
者
の
意
見
や
監
視
の
目
が
行
き
届
く
が
、

場
合
に
よ
っ
て
は
循
環
取
引
の
よ
う
に
部
外
者
と
連
携
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
不
祥
事
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
る
。
外
に
対
し
て
開
い

て
お
り
、
か
つ
社
内
で
ま
と
ま
り
が
よ
け
れ
ば
、
内
部
の
チ
ェ
ッ

ク
も
よ
り
機
能
し
や
す
い
で
あ
ろ
う
と
考
え
た
。

二　

先
行
研
究
で
の
知
見

稲
葉
（
二
〇
一
四
）
は
、
わ
が
国
の
一
九
四
五
年
以
降
二
〇
〇
七

年
一
月
ま
で
の
主
だ
っ
た
企
業
不
祥
事
を
採
録
し
た
企
業
不
祥
事

事
典
を
参
考
に
、
四
七
ケ
ー
ス
を
北
見
の
分
類
で
再
分
類
し
て
い

る
。
図
3
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
組
織
レ
ベ
ル
の
規
範
逸
脱
が
全

体
の
五
七
％
を
占
め
る
。
逆
に
、
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
対

策
不
備
は
全
体
の
一
二
％
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
い
。
つ
ま
り
、
新

聞
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
で
報
道
さ
れ
る
不
祥
事
は
大
部
分
が
製
品
・

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
対
策
不
備
で
あ
る
が
、
重
大
企
業
不
祥
事
は

圧
倒
的
に
組
織
レ
ベ
ル
の
規
範
逸
脱
が
多
い
と
指
摘
し
て
い
る
。

な
ぜ
不
祥
事
が
生
じ
る
か
に
つ
い
て
は
、
稲
葉
（
二
〇
一
四
）

で
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
日
本
監
査
役
協
会
の
調
査
で
は
、
不
祥
事
の
な
か
で
重
大

一
二
七
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第
五
十
一
巻
第
三
号
（
二
〇
一
四
年
十
二
月
）

（
七
一
四
）

れ
ば
上
回
る
ほ
ど
、
役
員
の
な
か
で
の
持
ち
株
比
率
が
高
ま
れ
ば

高
ま
る
ほ
ど
、
業
績
と
安
定
性
が
低
下
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
因

果
関
係
が
証
明
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
当
該
経
営
者
を
中
心

と
し
た
凝
集
性
と
権
力
の
集
中
度
が
高
ま
る
ほ
ど
、
企
業
の
収
益

性
（
Ｒ
Ｏ
Ａ
）
と
安
定
性
（
自
己
資
本
比
率
）
は
低
下
す
る
傾
向
が

み
ら
れ
る
。

ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
に
お
け
る
観
測
結
果
は
、
本
稿
第
三
節
の

四
つ
の
仮
説
の
う
ち
、
仮
説
一
「
外
に
対
し
閉
鎖
性
が
強
い
組
織

で
は
、
不
祥
事
の
頻
度
が
高
い
」
と
仮
説
二
「
凝
集
性
が
高
く
、

か
つ
外
に
対
し
て
閉
鎖
性
が
強
い
組
織
は
、
組
織
の
規
範
逸
脱
行

為
に
よ
る
不
祥
事
の
頻
度
が
高
い
」
と
矛
盾
し
て
い
な
い
。
ケ
ー

ス
・
ス
タ
デ
ィ
で
み
る
か
ぎ
り
、
強
い
絆
が
会
社
を
つ
ぶ
す
よ
う

に
み
え
る
。

三　

一
三
九
ケ
ー
ス
で
み
る
仮
説
の
妥
当
性

し
か
し
、
こ
れ
ら
は
わ
ず
か
四
つ
の
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
に
基

づ
く
知
見
で
あ
り
、
普
遍
性
が
あ
る
も
の
と
は
い
い
が
た
い
。
そ

こ
で
本
稿
で
は
、
不
祥
事
ケ
ー
ス
を
一
三
九
ケ
ー
ス
に
拡
大
し
て

上
記
の
企
業
不
祥
事
と
企
業
内
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
の

関
連
に
関
す
る
四
つ
の
仮
説
の
実
証
を
試
み
た
。
具
体
的
に
は
、

バ
ー
同
士
が
緊
密
な
関
係
を
結
ん
で
い
る
企
業
ほ
ど
不
祥
事
を

生
み
や
す
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。」（
八
四
│
八
五
頁
）

さ
ら
に
稲
葉
（
二
〇
一
四
）
で
は
、
カ
ネ
ボ
ウ
、
西
武
鉄
道
、

イ
ト
マ
ン
、
東
京
ス
タ
イ
ル
の
四
つ
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、
取
締

役
会
の
構
成
（
ワ
ン
マ
ン
経
営
者
を
基
準
と
し
て
他
の
役
員
と
の
平
均

年
齢
差
、
取
締
役
・
監
査
役
の
生
え
抜
き
度
、
当
該
経
営
者
の
経
営
者
内

で
の
自
社
株
持
ち
株
比
率
）
と
企
業
業
績
（
Ｒ
Ｏ
Ａ
（
使
用
総
資
本
事

業
利
益
率
）、
自
己
資
本
比
率
）
を
比
較
し
て
以
下
の
指
摘
を
し
て

い
る
。

①　

当
該
経
営
者
の
年
齢
が
上
が
り
他
の
役
員
と
の
年
齢
を
上
回

り
、
役
員
の
な
か
で
の
自
社
株
式
保
有
比
率
が
高
ま
る
に
し
た

が
い
、
Ｒ
Ｏ
Ａ
で
み
た
収
益
性
が
低
下
し
て
い
る
。

②　

ま
た
、
東
京
ス
タ
イ
ル
を
除
き
、
当
該
経
営
者
の
年
齢
が
上

が
り
他
の
役
員
と
の
年
齢
を
上
回
り
、
役
員
の
な
か
で
の
自
社

株
式
保
有
比
率
が
高
ま
る
に
し
た
が
い
、
自
己
資
本
比
率
で
み

た
企
業
の
安
全
性
が
低
下
し
て
い
る
。

役
員
と
の
年
齢
差
と
株
式
保
有
比
率
を
取
締
役
会
に
お
け
る
権

力
の
高
ま
り
と
す
れ
ば
、
権
力
の
強
化
と
業
績
は
逆
相
関
し
て
い

た
。
つ
ま
り
、
当
該
経
営
者
の
年
齢
が
他
の
役
員
の
年
齢
を
上
回

一
二
八
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ル
か
ら
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た
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造
と
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祥
事
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関
連
（
稲
葉
）

（
七
一
五
）

仮
説
一　

外
に
対
し
閉
鎖
性
が
強
い
組
織
で
は
、
不
祥
事
の
頻
度

が
高
い
。

仮
説
二　

凝
集
性
が
高
く
、
か
つ
外
に
対
し
て
閉
鎖
性
が
強
い
組

織
は
、
組
織
の
規
範
逸
脱
行
為
に
よ
る
不
祥
事
の
頻
度

が
高
い
。

仮
説
三　

凝
集
性
が
低
く
、
か
つ
外
に
対
し
て
閉
鎖
性
が
強
い
組

織
は
、
製
品
に
関
す
る
不
具
合
に
起
因
す
る
不
祥
事
の

頻
度
が
高
い
。

仮
説
四　

凝
集
性
が
高
く
、
か
つ
外
に
対
し
て
開
か
れ
た
組
織
で

は
、
不
祥
事
の
頻
度
が
低
い
。

三
│
一　

仮
説
一
と
仮
説
四
に
つ
い
て

仮
説
一
と
仮
説
四
に
つ
い
て
は
、
企
業
不
祥
事
事
典
六
五
ケ
ー

ス
、
二
〇
〇
〇
年
デ
ー
タ
四
三
ケ
ー
ス
、
二
〇
一
〇
年
デ
ー
タ

三
二
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、【
ｙ
軸
を
役
員
全
体
の
生
え
抜
き
度
、

ｘ
軸
を
社
長
の
生
え
抜
き
度
と
し
た
も
の
】（
図
4
〜
6
）
と
、

【
ｙ
軸
を
社
長
と
の
平
均
年
齢
差
、
ｘ
軸
を
社
長
の
生
え
抜
き
度

と
し
た
も
の
】（
図
7
〜
9
）
で
仮
説
ど
お
り
の
結
果
と
な
っ
た
。

企
業
不
祥
事
事
典
の
ケ
ー
ス
に
関
し
て
は
、
凝
集
性
、
閉
鎖
性

企
業
不
祥
事
事
典
か
ら
六
五
ケ
ー
ス
六
四
社
（
う
ち
、
製
造
業
二
八

社
、
非
製
造
業
三
六
社
／
東
証
一
部
五
八
社
、
東
証
二
部
二
社
、
非
上
場

四
社
）、
二
〇
〇
〇
年
デ
ー
タ
か
ら
四
三
社
（
う
ち
、
製
造
業
三
五

社
、
非
製
造
業
八
社
／
す
べ
て
東
証
一
部
）、
二
〇
一
〇
年
デ
ー
タ
か

ら
三
二
社
（
う
ち
、
製
造
業
二
四
社
、
非
製
造
業
八
社
／
す
べ
て
東
証

一
部
）
を
用
い
、
①
役
員
全
体
の
生
え
抜
き
度
、
②
社
長
と
の
平

均
年
齢
差
の
2
変
数
を
凝
集
性
と
し
、
ま
た
、
③
社
外
役
員
の
比

率
、
④
序
列
2
と
の
年
齢
差
、
⑤
社
長
の
在
任
月
数
、
⑥
社
長
の

生
え
抜
き
度
の
4
変
数
を
閉
鎖
性
と
し
、
こ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
、

計
八
パ
タ
ー
ン
（
①
と
③
、
①
と
④
、
①
と
⑤
、
①
と
⑥
、
②
と
③

…
…
…
）
に
て
、
上
記
の
企
業
不
祥
事
と
企
業
内
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

キ
ャ
ピ
タ
ル
と
の
関
連
に
関
す
る
以
下
に
再
掲
す
る
四
つ
の
仮
説

の
妥
当
性
を
み
た
。
な
お
、
上
記
の
六
つ
の
変
数
に
つ
い
て
は
、

稲
葉
（
二
〇
一
四
）
で
算
出
し
た
東
証
一
部
上
場
企
業
（
二
〇
〇
〇

年
は
一
四
八
七
社
、
二
〇
一
〇
年
は
一
七
一
八
社
）
の
平
均
値
と
当
該

企
業
の
値
と
の
か
い
離
を
標
準
偏
差
で
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
企

業
不
祥
事
事
典
の
事
案
は
大
半
が
一
九
九
〇
年
代
か
ら
二
〇
〇
〇

年
代
前
半
の
も
の
で
あ
る
の
で
二
〇
〇
〇
年
時
点
で
の
東
証
一
部

上
場
企
業
平
均
値
と
比
較
し
て
い
る
が
、
個
別
事
案
の
デ
ー
タ
は

事
案
発
生
年
の
有
価
証
券
報
告
書
か
ら
作
成
し
て
い
る
。

一
二
九
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図 4　企業不祥事事典65ケース

図 5　2000年43ケース
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図 8　2000年43ケース
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ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
か
ら
み
た
企
業
構
造
と
不
祥
事
と
の
関
連
（
稲
葉
）

（
七
一
九
）

共
に
低
い
エ
リ
ア
に
も
い
く
つ
か
企
業
が
存
在
す
る
が
、
こ
れ
ら

は
二
〇
〇
三
年
以
前
（
半
数
は
一
九
九
〇
年
代
も
し
く
は
そ
れ
以
前
）

で
あ
り
、
古
い
企
業
統
治
の
下
で
の
結
果
で
あ
る
。

ま
た
、
二
〇
〇
〇
年
で
は
、
凝
集
性
の
低
い
エ
リ
ア
に
も
い
く

つ
か
の
企
業
が
存
在
す
る
が
、
二
〇
一
〇
年
に
は
、
す
べ
て
の
企

業
で
凝
集
性
が
高
い
。
不
祥
事
を
起
こ
す
企
業
は
、
日
本
的
経
営

を
行
っ
て
い
る
と
い
う
傾
向
が
過
去
と
比
べ
て
よ
り
強
ま
っ
て
い

る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

ま
た
、
二
〇
一
〇
年
の
事
案
で
は
、【
ｙ
軸
を
役
員
全
体
の
生

え
抜
き
度
、
ｘ
軸
を
序
列
2
と
の
年
齢
差
と
し
た
も
の
】（
図
10
）

と
【
ｙ
軸
を
社
長
と
の
平
均
年
齢
差
、
ｘ
軸
を
序
列
2
と
の
年
齢

差
と
し
た
も
の
】（
図
11
）
に
お
い
て
も
、
仮
説
一
と
仮
説
四
ど

お
り
の
結
果
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
企
業
不
祥
事
事
典
の
事
案
六
五
ケ
ー
ス
で
い
え
ば
、

【
ｙ
軸
を
社
長
と
の
平
均
年
齢
差
、
ｘ
軸
を
社
外
役
員
の
比
率
と

し
た
も
の
】（
図
12
）
と
【
ｙ
軸
を
社
長
と
の
平
均
年
齢
差
、
ｘ

軸
を
序
列
2
と
の
年
齢
差
と
し
た
も
の
】（
図
13
）
と
【
ｙ
軸
を

社
長
と
の
平
均
年
齢
差
、
ｘ
軸
を
社
長
の
在
任
月
数
と
し
た
も

の
】（
図
14
）
に
お
い
て
、
仮
説
四
の
み
、
妥
当
す
る
結
果
と
な
っ
た
。

図10　2010年32ケース
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ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
か
ら
み
た
企
業
構
造
と
不
祥
事
と
の
関
連
（
稲
葉
）

（
七
二
一
）

図13　企業不祥事事典65ケース

図14　企業不祥事事典65ケース
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政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
三
号
（
二
〇
一
四
年
十
二
月
）

（
七
二
二
）

三
│
二　

仮
説
二
に
つ
い
て

二
〇
一
〇
年
に
お
け
る
規
範
逸
脱
行
為
に
よ
る
不
祥
事
を
起
こ

し
た
三
二
社
の
デ
ー
タ
で
は
、【
ｙ
軸
を
役
員
全
体
の
生
え
抜
き

度
、
ｘ
軸
を
序
列
二
と
の
年
齢
差
と
し
た
も
の
】（
図
15
）、【
ｙ

軸
を
役
員
全
体
の
生
え
抜
き
度
、
ｘ
軸
を
社
長
の
在
任
月
数
と
し

た
も
の
】（
図
16
）、【
ｙ
軸
を
役
員
全
体
の
生
え
抜
き
度
、
ｘ
軸

を
社
長
の
生
え
抜
き
度
と
し
た
も
の
】（
図
17
）、【
ｙ
軸
を
社
長

と
の
平
均
年
齢
差
、
ｘ
軸
を
序
列
2
と
の
年
齢
差
と
し
た
も
の
】

（
図
18
）、【
ｙ
軸
を
社
長
と
の
平
均
年
齢
差
、
ｘ
軸
を
社
長
の
在

任
月
数
と
し
た
も
の
】（
図
19
）、【
ｙ
軸
を
社
長
と
の
平
均
年
齢
差
、

ｘ
軸
を
社
長
の
生
え
抜
き
度
と
し
た
も
の
】（
図
20
）
で
、
仮
説

二
ど
お
り
の
結
果
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
よ
り
以
前
の
二
〇
〇
〇

年
に
お
け
る
不
祥
事
と
企
業
不
祥
事
事
典
採
録
の
規
範
逸
脱
行
為

に
つ
い
て
は
、
仮
説
二
は
成
立
し
て
い
な
か
っ
た
。

図
15
〜
20
に
つ
い
て
、
◆
は
規
範
逸
脱
し
て
い
な
い
企
業
、
×

は
規
範
逸
脱
し
て
い
る
企
業
を
示
し
て
い
る
。

三
│
三　

仮
説
三
に
つ
い
て

仮
説
三
に
妥
当
す
る
結
果
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

図15　2010年32ケース

一
三
六



ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
か
ら
み
た
企
業
構
造
と
不
祥
事
と
の
関
連
（
稲
葉
）

（
七
二
三
）

図16　2010年32ケース

図17　2010年32ケース

図18　2010年32ケース
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図19　2010年32ケース

図20　2010年32ケース

一
三
八



ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
か
ら
み
た
企
業
構
造
と
不
祥
事
と
の
関
連
（
稲
葉
）

（
七
二
五
）

か
つ
外
に
対
し
て
閉
鎖
性
が
強
い
組
織
は
、
組
織
の
規
範
逸
脱
行

為
に
よ
る
不
祥
事
の
頻
度
が
高
い
」
が
妥
当
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

仮
説
三
「
凝
集
性
が
低
く
、
か
つ
外
に
対
し
て
閉
鎖
性
が
強
い
組

織
は
、
製
品
に
関
す
る
不
具
合
に
起
因
す
る
不
祥
事
の
頻
度
が
高

い
」
は
企
業
不
祥
事
事
典
、
二
〇
〇
〇
年
、
二
〇
一
〇
年
い
ず
れ

の
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
で
も
妥
当
し
な
か
っ
た
。

五　

結
語

本
稿
で
は
わ
が
国
に
お
け
る
企
業
不
祥
事
を
、
社
会
関
係
資
本

か
ら
み
た
組
織
の
特
性
（
凝
集
性
と
開
か
れ
た
組
織
か
閉
じ
た
組
織

か
）
の
観
点
か
ら
検
討
し
た
。
本
稿
で
は
、
稲
葉
（
二
〇
一
四
）

の
仮
説
一
「
外
に
対
し
閉
鎖
性
が
強
い
組
織
で
は
、
不
祥
事
の
頻

度
が
高
い
」
と
仮
説
二
「
凝
集
性
が
高
く
、
か
つ
外
に
対
し
て
閉

鎖
性
が
強
い
組
織
は
、
組
織
の
規
範
逸
脱
行
為
に
よ
る
不
祥
事
の

頻
度
が
高
い
」
が
四
つ
の
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
の
結
果
と
矛
盾
し

て
い
な
い
と
い
う
結
論
を
さ
ら
に
一
三
九
の
ケ
ー
ス
か
ら
検
証
し
、

追
認
し
た
。
ま
た
、
あ
ら
た
に
、
仮
説
四
「
凝
集
性
が
高
く
、
か

つ
外
に
対
し
て
開
か
れ
た
組
織
で
は
、
不
祥
事
の
頻
度
が
低
い
」

に
つ
い
て
も
妥
当
性
が
検
証
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
稲
葉
（
二
〇
一
四
）

と
同
様
、
仮
説
三
「
凝
集
性
が
低
く
、
か
つ
外
に
対
し
て
閉
鎖
性

四 　

検
証
結
果
の
ま
と
め

以
上
、
企
業
不
祥
事
一
三
九
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

キ
ャ
ピ
タ
ル
か
ら
み
た
企
業
構
造
と
企
業
不
祥
事
と
の
関
連
に
つ

い
て
の
仮
説
の
妥
当
性
を
検
証
し
た
。
一
九
九
〇
年
代
ま
で
さ
か

の
ぼ
る
古
い
事
案
を
含
め

た
企
業
不
祥
事
事
典
の
事

案
、
二
〇
〇
〇
年
の
不
祥

事
事
案
、
二
〇
一
〇
年
の

不
祥
事
事
案
、
い
ず
れ
で

も
仮
説
一
「
外
に
対
し
閉

鎖
性
が
強
い
組
織
で
は
、

不
祥
事
の
頻
度
が
高
い
」

と
仮
説
四
「
凝
集
性
が
高

く
、
か
つ
外
に
対
し
て
開

か
れ
た
組
織
で
は
、
不
祥

事
の
頻
度
が
低
い
」
が
妥

当
し
て
い
る
。
ま
た
、

二
〇
一
〇
年
の
事
案
で
仮

説
二
「
凝
集
性
が
高
く
、

表 1　仮説の妥当性の検証まとめ

ケース 仮説 1 仮説 2 仮説 3 仮説 4

企業不祥事事典 ○ × × ◎

2000年 ○ × × ○

2010年 ◎ ◎ × ◎

○妥当する
×妥当しない

一
三
九
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経
研
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第
五
十
一
巻
第
三
号
（
二
〇
一
四
年
十
二
月
）

（
七
二
六
）

を
得
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
執
筆
の
過
程
で
、
金
光
淳
先
生
、
北

見
幸
一
先
生
か
ら
デ
ー
タ
の
提
供
と
貴
重
な
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
し
ま
す
。
ま
た
、
本
稿
の

分
析
の
比
較
基
準
と
な
っ
た
膨
大
な
東
証
一
部
上
場
企
業
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
構
成
・
作
成
・
デ
ー
タ
整
理
を
手
伝
っ
て
い
た
だ
い
た

緒
方
淳
子
氏
、
草
ヶ
谷
明
日
美
氏
、
趙
清
香
氏
、
小
林
周
平
氏
、

長
井
園
子
氏
、
渡
邉
俊
子
氏
、
坂
本
香
梨
氏
、
田
中
江
梨
奈
氏
、

柳
和
秀
氏
、
飯
野
仁
美
氏
、
安
城
美
紀
氏
、
小
笠
原
宜
子
氏
、
本

稿
の
デ
ー
タ
作
成
・
分
析
を
担
当
し
て
い
た
だ
い
た
西
谷
直
樹
氏

の
各
氏
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

参
考
文
献

稲
葉
陽
二
（
二
〇
一
四
）「
強
い
絆
が
会
社
を
つ
ぶ
す
│
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
か
ら
み
た
企
業
不
祥
事
│
」『
政
経
研
究
』
第

五
〇
巻
第
三
号
、
日
本
大
学
法
学
会
。

稲
葉
陽
二
（
二
〇
〇
五
）「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
経
済
的
含

意
│
心
の
外
部
性
と
ど
う
向
き
合
う
か
」『
計
画
行
政
』
日
本
計
画

行
政
学
会
、
第
二
八
巻
四
号
、
一
七
│
二
二
頁
。

北
見
幸
一
（
二
〇
一
〇
）『
企
業
社
会
関
係
資
本
と
市
場
評
価
│
不
祥

事
企
業
分
析
ア
プ
ロ
ー
チ
│
』
学
文
社
。

齋
藤
憲
監
修
（
二
〇
〇
七
）『
企
業
不
祥
事
事
典
│
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ

が
強
い
組
織
は
、
製
品
に
関
す
る
不
具
合
に
起
因
す
る
不
祥
事
の

頻
度
が
高
い
」
に
つ
い
て
は
、
妥
当
性
は
検
証
で
き
な
か
っ
た
。

た
だ
し
、
本
稿
で
は
①
役
員
全
体
の
生
え
抜
き
度
、
②
社
長
と

の
平
均
年
齢
差
の
二
変
数
を
凝
集
性
と
し
、
ま
た
、
③
社
外
役
員

の
比
率
、
④
序
列
2
と
の
年
齢
差
、
⑤
社
長
の
在
任
月
数
、
⑥
社

長
の
生
え
抜
き
度
の
4
変
数
を
組
織
が
外
に
対
し
て
開
い
て
い
る

か
否
か
の
代
理
変
数
と
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
変
数
以
外
に
も
適
切

な
指
標
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
上
記
6
指
標
に
つ
い
て

は
二
〇
〇
〇
年
時
点
と
二
〇
一
〇
年
時
点
に
お
け
る
東
証
一
部
上

場
企
業
の
平
均
値
を
算
出
し
て
、
基
準
値
と
し
、
企
業
不
祥
事
事

典
採
録
の
事
案
も
二
〇
〇
〇
年
の
平
均
値
と
比
較
し
て
い
る
が
、

企
業
不
祥
事
事
典
か
ら
採
録
し
た
六
五
事
案
の
な
か
に
は

二
〇
〇
〇
年
以
前
の
も
の
が
二
〇
を
占
め
、
二
〇
〇
〇
年
を
基
準

値
と
し
て
比
較
す
る
こ
と
は
正
確
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
本

稿
の
結
論
は
あ
く
ま
で
暫
定
的
な
も
の
と
理
解
す
べ
き
か
も
し
れ

な
い
。

（
謝
辞
）

本
研
究
は
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
助
成
金
（
挑
戦
的
萌

芽
研
究　

課
題
番
号
二
三
六
五
三
一
〇
三　

研
究
代
表
者
：
稲
葉
陽
二
）
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』
日
外
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ソ
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ツ
。
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式
会
社
東
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ス
タ
イ
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史
編
纂
委
員
会
（
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〇
〇
）『
東
京
ス

タ
イ
ル
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史
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日
本
監
査
役
協
会　

ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
委
員
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（
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〇
三
）『
企

業
不
祥
事
防
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監
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〇
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B
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社
）

B
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.S
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C
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（
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付
表
　
検
証
対
象
企
業
に
つ
い
て

企
業
不
祥
事
事
典

企
業
名

内
容
（
発
生
年
）

規
模

（
従
業
員
数
：
単
位
 人
）

丸
紅

外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
管
理
法
違
反
（
1976）

8040
日
商
岩
井

外
為
法
違
反
（
1979）

6627
イ
ト
マ
ン

商
法
違
反
（
特
別
背
任
罪
）（
1991）

1387
山
一
証
券

証
券
取
引
法
違
反
（
1997）

8021
ヤ
ク
ル
ト

所
得
税
法
違
反
と
業
務
上
横
領
罪
（
1998）

2836
日
本
長
期
信
用
銀
行

証
券
取
引
法
違
反
（
有
価
証
券
報
告
書
の
虚
偽
記
載
）
と
商
法
違
反
（
1998）

3499
ダ
イ
エ
ー

経
営
危
機
（
不
良
債
権
）（
1999）

16929
日
本
債
券
信
用
銀
行

粉
飾
決
算
（
1999）

2290
そ
ご
う

経
営
破
綻
（
債
務
超
過
）（
2000）

2213
大
成
火
災
海
上
保
険

経
営
破
綻
（
更
生
特
例
法
）（
2001）

1581
日
本
ハ
ム

国
産
牛
肉
偽
装
（
2002）

3123
西
武
鉄
道

有
価
証
券
報
告
書
虚
偽
記
載
と
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
（
2004）

3527
中
部
電
力

賠
償
責
任
（
2004）

16652
カ
ネ
ボ
ウ

粉
飾
決
算
（
2005）

2897
日
本
航
空

墜
落
事
故
（
1985）

20485
東
芝
機
械

外
為
法
違
反
（
不
正
輸
出
）（
1987）

3545
住
友
銀
行

出
資
法
違
反
（
浮
き
貸
し
）（
1990）

16479
サ
ク
ラ
ダ

業
務
上
過
失
致
死
傷
罪
（
1991）

582
大
和
銀
行

重
罪
隠
匿
罪
と
文
書
偽
造
罪
（
1995）

9604
住
友
商
事

銅
の
不
正
取
引
（
1996）

6491
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キ
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ピ
タ
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み
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企
業
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祥
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と
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（
稲
葉
）

（
七
二
九
）

三
菱
自
動
車
工
業

リ
コ
ー
ル
隠
し
（
2000）

27324
マ
ル
ハ

関
税
法
違
反
（
2001）

1235
雪
印
食
品

牛
肉
偽
装
（
2002）

1061
東
京
電
力

自
主
点
検
記
録
改
竄
（
2002）

38023
西
日
本
旅
客
鉄
道

新
幹
線
運
転
手
居
眠
り
（
2003）

29875
新
日
本
製
鐵

タ
ン
ク
爆
発
（
2003）

16481
荏
原
製
作
所

経
理
仮
装
（
2003）

4271
イ
オ
ン

生
ご
み
処
理
室
爆
発
（
2003）

15141
ト
ヨ
タ
自
動
車

国
家
試
験
問
題
漏
洩
（
2003）

65551
三
菱
地
所

土
壌
汚
染
隠
蔽
（
2004）

898
石
原
産
業

フ
ェ
ロ
シ
ル
ト
不
正
処
理
（
2004）

1039
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル

汚
水
排
出
と
水
質
デ
ー
タ
改
竄
（
2005）

14272
兼
松
日
産
農
林

建
材
用
ビ
ス
認
定
書
偽
造
（
2005）

334
い
す
ゞ
自
動
車

無
届
け
公
道
テ
ス
ト
（
2005）

7298
東
武
鉄
道

業
務
上
過
失
致
死
傷
（
2005）

5790
み
ち
の
く
銀
行

顧
客
情
報
紛
失
（
2005）

1110
西
日
本
旅
客
鉄
道

福
知
山
線
脱
線
事
故
（
2005）

26525
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ラ
ン
ド

右
翼
関
連
会
社
へ
の
利
益
供
与
（
2005）

2262
小
松
製
作
所

Ｊ
Ｒ
保
守
作
業
車
不
正
車
検
取
得
（
2005）

5666
伊
藤
ハ
ム

豚
肉
関
税
不
正
（
2005）

2111
ク
ボ
タ

ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
（
2005）

9301
東
京
三
菱
銀
行

巨
額
着
服
（
2005）

17516
ヤ
マ
ハ
発
動
機

産
業
用
無
人
ヘ
リ
不
正
輸
出
（
2006）

8099
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ

シ
ス
テ
ム
管
理
者
カ
ー
ド
偽
造
（
2006）

7620

一
四
三



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
三
号
（
二
〇
一
四
年
十
二
月
）

（
七
三
〇
）

損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン

特
別
利
益
提
供
と
保
険
金
不
払
い
（
2006）

14705
神
戸
製
鋼
所

煤
煙
デ
ー
タ
改
竄
（
2006）

8425
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ

個
人
情
報
流
失
（
2006）

8384
三
井
住
友
海
上
火
災
保
険

保
険
金
不
払
い
（
2006）

13534
ミ
ド
リ
十
字

業
務
上
過
失
致
死
（
1985）

2515
雪
印
乳
業

集
団
食
中
毒
（
2000）

6707
三
洋
電
機

発
電
パ
ネ
ル
不
正
販
売
（
2000）

23320
プ
リ
マ
ハ
ム

表
示
義
務
違
反
（
2003）

1833
ト
ヨ
タ
自
動
車

リ
コ
ー
ル
放
置
（
2004）

65346
大
日
本
印
刷

シ
ー
ル
談
合
（
1992）

11926
日
立
情
報
シ
ス
テ
ム
ズ

シ
ー
ル
談
合
（
1992）

3646
味
の
素

商
法
違
反
（
利
益
供
与
）（
1997）

5591
日
本
電
気

防
衛
庁
汚
職
（
1998）

42287
若
築
建
設

賄
賂
（
2000）

1340
み
ず
ほ
銀
行

シ
ス
テ
ム
障
害
（
2002）

12863
三
井
物
産

不
正
入
札
（
2002）

6535
横
河
ブ
リ
ッ
ジ

独
占
禁
止
法
違
反
（
談
合
）（
2004）

686
三
菱
重
工
業

独
占
禁
止
法
違
反
（
談
合
）（
2004）

34396
東
京
放
送

取
材
録
画
漏
洩
（
1989）

1606
毎
日
新
聞
社

過
失
致
死
罪
、
過
失
傷
害
罪
（
2003）

3531
朝
日
新
聞
社

無
断
掲
載
（
2003）

6345
日
本
テ
レ
ビ
放
送
網

視
聴
率
不
正
操
作
（
2003）

1134
朝
日
新
聞
社

捏
造
記
事
掲
載
（
2005）

5234

一
四
四



ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
か
ら
み
た
企
業
構
造
と
不
祥
事
と
の
関
連
（
稲
葉
）

（
七
三
一
）

2000年
デ
ー
タ

企
業
名

内
容

規
模

（
従
業
員
数
：
単
位
　人
）

い
す
ゞ
自
動
車

サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
不
具
合
に
よ
る
リ
コ
ー
ル

接
続
部
不
具
合
に
よ
る
リ
コ
ー
ル

駐
車
制
動
装
置
不
具
合
に
よ
る
リ
コ
ー
ル

ブ
レ
ー
キ
欠
陥
に
よ
る
リ
コ
ー
ル

12963

大
阪
ガ
ス

浴
室
用
サ
ウ
ナ
欠
陥

9566
川
崎
汽
船

談
合

752
川
崎
製
鉄

製
造
技
術
特
許
侵
害

10215

関
西
電
力

燃
料
デ
ー
タ
捏
造

復
水
器
細
管
の
漏
え
い

24903

コ
ス
モ
石
油

製
油
所
の
軽
油
10キ

ロ
リ
ッ
ト
ル
漏
れ
炎
上

2048

コ
ニ
カ

Ａ
Ｐ
Ｓ
フ
ィ
ル
ム
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
部
分
に
欠
陥

97万
個
回
収

4431

三
洋
電
機

家
庭
用
大
型
冷
凍
冷
蔵
庫
に
一
部
欠
陥

扇
風
機
リ
コ
ー
ル

太
陽
光
発
電
に
欠
陥

家
庭
用
大
型
冷
蔵
庫
の
扉
に
欠
陥

22542

シ
ャ
ー
プ

半
導
体
の
特
許
権
侵
害

23740

ス
ズ
キ

サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
不
具
合
に
よ
る
リ
コ
ー
ル

オ
ー
ト
バ
イ
不
具
合
に
よ
る
リ
コ
ー
ル

11479

住
友
化
学

談
合

製
造
プ
ラ
ン
ト
か
ら
出
火
　
炎
上

5721

一
四
五



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
三
号
（
二
〇
一
四
年
十
二
月
）

（
七
三
二
）

住
友
金
属
工
業

船
荷
か
ら
放
射
線

14480
セ
イ
コ
ー

ひ
げ
そ
り
器
の
充
電
器
に
欠
陥

724
全
日
本
空
輸

同
型
機
欠
陥
発
見
で
ジ
ャ
ン
ボ
機
点
検

13761
大
同
工
業

架
空
取
引

943

ダ
イ
ハ
ツ

軽
ト
ラ
ッ
ク
不
具
合
に
よ
る
リ
コ
ー
ル

軽
貨
物
車
に
欠
陥

軽
乗
用
車
不
具
合
に
よ
る
リ
コ
ー
ル

オ
ー
デ
ィ
オ
機
器
不
具
合
に
よ
る
リ
コ
ー
ル

10787

宝
酒
造

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
の
中
身
が
噴
く
欠
陥
に
よ
る
自
主
回
収

1966
タ
ダ
ノ

ク
レ
ー
ン
車
エ
ン
ジ
ン
不
具
合
に
よ
る
リ
コ
ー
ル

1393
東
京
ガ
ス

ガ
ス
警
報
器
リ
コ
ー
ル

12661

東
芝

半
導
体
特
許
権
侵
害
に
よ
り
提
訴

パ
ソ
コ
ン
欠
陥

Ｈ
Ｐ
で
内
視
鏡
欠
陥
告
発
　
ア
ク
セ
ス
8
万
件

Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
受
信
機
リ
コ
ー
ル

57561

東
洋
イ
ン
キ

複
写
機
用
ト
ナ
ー
特
許
侵
害

2430

ト
ヨ
タ
自
動
車

救
急
車
な
ど
の
不
具
合
に
よ
る
リ
コ
ー
ル

燃
料
パ
イ
プ
欠
陥
に
よ
る
リ
コ
ー
ル

燃
料
タ
ン
ク
欠
陥
に
よ
る
リ
コ
ー
ル

シ
フ
ト
レ
バ
ー
不
具
合
に
よ
る
リ
コ
ー
ル

ブ
レ
ー
キ
装
置
欠
陥
に
よ
る
リ
コ
ー
ル

パ
ト
カ
ー
な
ど
リ
コ
ー
ル

動
力
伝
達
装
置
等
不
具
合
に
よ
る
リ
コ
ー
ル

65290

一
四
六



ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
か
ら
み
た
企
業
構
造
と
不
祥
事
と
の
関
連
（
稲
葉
）

（
七
三
三
）

日
産
自
動
車

ブ
レ
ー
キ
ペ
ダ
ル
不
具
合
に
よ
る
リ
コ
ー
ル

エ
ン
ジ
ン
欠
陥
に
よ
る
リ
コ
ー
ル

ア
ク
セ
ル
不
具
合
に
よ
る
リ
コ
ー
ル

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
不
具
合
に
よ
る
リ
コ
ー
ル

ハ
ン
ド
ル
不
具
合
に
よ
る
リ
コ
ー
ル

Ａ
Ｂ
Ｓ
欠
陥
に
よ
る
リ
コ
ー
ル

32707

日
産
デ
ィ
ー
ゼ
ル
工
業

バ
ス
の
不
具
合
に
よ
る
リ
コ
ー
ル

ト
ラ
ッ
ク
に
欠
陥

貨
物
車
の
不
具
合
に
よ
る
リ
コ
ー
ル

コ
ン
ド
ル
Ｓ
Ｓ
325台

リ
コ
ー
ル

3640

日
本
航
空

同
型
機
欠
陥
発
見
で
ジ
ャ
ン
ボ
機
点
検

18535

日
立
製
作
所

半
導
体
の
特
許
権
侵
害
に
よ
り
提
訴

高
速
メ
モ
リ
ー
特
許
侵
害
で
提
訴

58739

日
立
造
船

談
合

229

日
野
自
動
車

緩
衝
装
置
不
具
合
に
よ
る
リ
コ
ー
ル

エ
ン
ジ
ン
不
具
合
に
よ
る
リ
コ
ー
ル

サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
不
具
合
に
よ
る
リ
コ
ー
ル

制
動
装
置
不
具
合
に
よ
る
リ
コ
ー
ル

ブ
レ
ー
キ
装
置
欠
陥
に
よ
る
リ
コ
ー
ル

駐
車
ブ
レ
ー
キ
に
欠
陥

本
社
工
場
火
災
で
旧
ラ
イ
ン
を
使
用

9074

一
四
七



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
三
号
（
二
〇
一
四
年
十
二
月
）

（
七
三
四
）

富
士
重
工
業

ホ
イ
ー
ル
欠
陥
に
よ
る
リ
コ
ー
ル

軽
貨
物
車
不
具
合
に
よ
る
リ
コ
ー
ル

ト
レ
ー
ラ
ー
に
欠
陥
で
リ
コ
ー
ル

「
プ
レ
オ
」「
サ
ン
バ
ー
」
リ
コ
ー
ル

13668

富
士
通

半
導
体
の
特
許
権
侵
害
で
提
訴

43627

本
田
技
研
工
業

バ
ッ
テ
リ
ー
装
置
の
不
具
合
で
リ
コ
ー
ル

原
付
バ
イ
ク
の
ス
タ
ン
ド
に
欠
陥

ド
ア
ロ
ッ
ク
に
不
具
合

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
に
欠
陥
で
リ
コ
ー
ル

オ
ー
ト
バ
イ
に
欠
陥
で
リ
コ
ー
ル

エ
ン
ジ
ン
と
音
響
機
器
に
不
具
合
で
リ
コ
ー
ル

燃
料
装
置
に
欠
陥
で
リ
コ
ー
ル

「
Ｓ
2000」

を
リ
コ
ー
ル

バ
イ
ク
に
欠
陥
で
リ
コ
ー
ル

28840

松
下
電
器
産
業

半
導
体
の
特
許
権
侵
害
で
提
訴

Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
受
信
ソ
フ
ト
に
欠
陥

エ
ア
コ
ン
発
火
の
恐
れ
　
点
検
へ

45028

松
下
電
工

空
気
清
浄
機
に
欠
陥

16870

マ
ツ
ダ

サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
不
具
合
で
リ
コ
ー
ル

緩
衝
装
置
不
具
合
で
リ
コ
ー
ル

モ
ー
タ
ー
不
具
合
で
リ
コ
ー
ル

エ
ン
ジ
ン
不
具
合
で
リ
コ
ー
ル

ボ
ン
ネ
ッ
ト
に
欠
陥
で
リ
コ
ー
ル

ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
669台

を
リ
コ
ー
ル

21876

一
四
八



ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
か
ら
み
た
企
業
構
造
と
不
祥
事
と
の
関
連
（
稲
葉
）

（
七
三
五
）

三
菱
自
動
車
工
業

ト
ラ
ッ
ク
不
具
合
で
リ
コ
ー
ル

ワ
ゴ
ン
車
不
具
合
で
リ
コ
ー
ル

ブ
レ
ー
キ
不
具
合
で
リ
コ
ー
ル

ク
レ
ー
ム
隠
し

「
リ
ベ
ロ
」
を
リ
コ
ー
ル

け
ん
引
車
消
音
器
に
欠
陥
で
リ
コ
ー
ル

貨
物
車
不
具
合
で
リ
コ
ー
ル

22666

三
菱
重
工
業

防
衛
庁
　
海
自
ヘ
リ
事
故
で
提
訴

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
欠
陥

「
ラ
ン
サ
ー
」
ボ
ル
ト
折
損

欠
陥
で
回
収
命
令
の
機
種
で
ヘ
リ
墜
落

39304

三
菱
電
機

半
導
体
の
特
許
権
侵
害
で
提
訴

テ
レ
ビ
発
火

42989

明
治
製
菓

う
が
い
薬
甘
味
剤
入
れ
忘
れ
で
回
収
へ

4683
モ
リ
タ

消
火
器
に
欠
陥

768
ヤ
ク
ル
ト

総
会
屋
対
策
　
毎
年
5000万

円
暴
力
団
に

2562
ヤ
マ
ハ

オ
ー
ト
バ
イ
不
具
合
で
リ
コ
ー
ル

6692
ヤ
マ
ハ
発
動
機

排
気
消
音
装
置
に
不
具
合

8350
ユ
ア
サ
商
事

架
空
取
引

1321

一
四
九



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
三
号
（
二
〇
一
四
年
十
二
月
）

（
七
三
六
）

2010年
デ
ー
タ

企
業
名

内
容

規
模

（
従
業
員
数
:単
位
 人
）

住
友
化
学

工
場
火
災

5954
カ
ネ
カ

工
場
火
災
　
危
険
防
止
装
置
違
反

3310
日
本
カ
ー
リ
ッ
ト

化
学
工
場
爆
発
　
火
災

252
田
辺
三
菱
製
薬

製
剤
試
験
デ
ー
タ
偽
装

5186
小
林
製
薬

骨
折
患
者
用
器
具
強
度
デ
ー
タ
偽
装

1368
住
友
電
気
工
業

談
合

4173
リ
ン
ナ
イ

ガ
ス
炊
飯
器
を
リ
コ
ー
ル

3507
ク
ボ
タ

談
合

9379

ダ
イ
キ
ン
工
業

リ
コ
ー
ル
さ
れ
た
エ
ア
コ
ン
「
修
理
済
み
」
と
虚
偽
報
告

空
気
清
浄
機
82万

台
リ
コ
ー
ル

偽
装
請
負
時
で
直
接
雇
用

6379

ブ
ラ
ザ
ー
工
業

ミ
シ
ン
30万

台
リ
コ
ー
ル

3582
日
立
工
機

架
空
取
引

1406
ホ
ー
チ
キ

特
許
侵
害

947
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

冷
蔵
庫
リ
コ
ー
ル

42356
日
立
造
船

談
合

2867

三
菱
重
工
業

特
許
侵
害
で
提
訴

談
合

34139

川
崎
重
工
業

談
合

「
Ｚ
Ｒ
Ｘ
1200」

バ
ッ
ク
ミ
ラ
ー
不
具
合
に
よ
る
リ
コ
ー
ル

10537

Ｉ
Ｈ
Ｉ

談
合

7723

一
五
〇



ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
か
ら
み
た
企
業
構
造
と
不
祥
事
と
の
関
連
（
稲
葉
）

（
七
三
七
）

い
す
ゞ
自
動
車

「
エ
ル
ガ
」
な
ど
エ
ン
ジ
ン
に
不
具
合
で
リ
コ
ー
ル

4000台
リ
コ
ー
ル

「
エ
ル
フ
」
な
ど
の
燃
料
装
置
と
動
力
伝
達
装
置
に
不
具
合
で
リ
コ
ー
ル

「
ガ
ー
ラ
」
の
電
気
装
置
に
不
具
合
で
リ
コ
ー
ル

ギ
ガ
冷
凍
車
仕
様
の
エ
ン
ジ
ン
部
品
に
不
具
合
で
リ
コ
ー
ル

ト
ラ
ッ
ク
18万

台
リ
コ
ー
ル

ト
ラ
ッ
ク
7
万
台
リ
コ
ー
ル

「
フ
ォ
ワ
ー
ド
」「
エ
ル
フ
」
の
運
行
情
報
シ
ス
テ
ム
搭
載
車
の
車
体
制
御
ユ
ニ
ッ
ト

に
不
具
合
で
リ
コ
ー
ル

8104

ト
ヨ
タ
自
動
車

ア
メ
リ
カ
に
て
230万

台
リ
コ
ー
ル

「
プ
リ
ウ
ス
」
リ
コ
ー
ル

「
カ
ロ
ー
ラ
」
ブ
ラ
ジ
ル
で
リ
コ
ー
ル

「
レ
ク
サ
ス
　
Ｌ
Ｓ
460」

エ
ン
ジ
ン
停
止
の
恐
れ
で
リ
コ
ー
ル

日
米
で
ハ
ン
ド
ル
不
具
合
に
よ
っ
て
43万

台
リ
コ
ー
ル

「
カ
ロ
ー
ラ
」
エ
ン
ジ
ン
停
止
の
恐
れ
で
リ
コ
ー
ル

ブ
レ
ー
キ
装
置
な
ど
の
不
具
合
で
60万
台
リ
コ
ー
ル

「
ｉ
Ｑ
」「
パ
ッ
ソ
」
の
か
じ
取
り
装
置
に
不
具
合
で
リ
コ
ー
ル

北
米
で
ミ
ニ
バ
ン
11万

台
リ
コ
ー
ル

71567

三
菱
自
動
車

「
ラ
ン
サ
ー
エ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
」
の
動
力
伝
達
装
置
に
不
具
合
で
リ
コ
ー
ル

9
車
種
24万

台
を
エ
ン
ス
ト
の
恐
れ
で
リ
コ
ー
ル

12831

一
五
一



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
三
号
（
二
〇
一
四
年
十
二
月
）

（
七
三
八
）

ダ
イ
ハ
ツ
工
業

「
ハ
イ
ゼ
ッ
ト
」
な
ど
緩
衝
装
置
に
不
具
合

「
タ
ン
ト
」「
ム
ー
ヴ
ラ
テ
」
の
か
じ
取
装
置
に
不
具
合

軽
乗
用
車
リ
コ
ー
ル

軽
の
燃
料
装
置
不
具
合
で
リ
コ
ー
ル

「
ハ
イ
ゼ
ッ
ト
」
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
の
モ
ー
タ
ー
に
不
具
合
で
リ
コ
ー
ル

「
ム
ー
ヴ
」「
ミ
ラ
」
の
灯
火
装
置
に
不
具
合

「
ム
ー
ヴ
」
5
万
4000台

リ
コ
ー
ル

「
ム
ー
ヴ
」「
タ
ン
ト
」
ミ
ラ
ー
不
具
合
で
88万

台
リ
コ
ー
ル

「
ブ
ー
ン
」
か
じ
取
装
置
不
具
合

「
ハ
イ
ゼ
ッ
ト
」
な
ど
の
イ
グ
ニ
ッ
シ
ョ
ン
キ
ー
シ
リ
ン
ダ
に
不
具
合
で
リ
コ
ー
ル

12725

ス
ズ
キ

「
ア
ル
ト
」
中
国
で
リ
コ
ー
ル

「
ジ
ェ
ン
マ
」
灯
火
装
置
不
具
合
に
よ
る
リ
コ
ー
ル

イ
ン
ド
子
会
社
に
て
10万

台
リ
コ
ー
ル

「
エ
ブ
リ
イ
」
エ
ア
コ
ン
不
具
合
に
よ
り
43万

台
リ
コ
ー
ル

「
ツ
イ
ン
」
1
万
台
リ
コ
ー
ル

ス
ク
ー
タ
ー
　
リ
コ
ー
ル

「
ワ
ゴ
ン
Ｒ
」
な
ど
の
車
体
に
不
具
合

14504

富
士
重
工
業

「
レ
ガ
シ
ィ
」
リ
コ
ー
ル
届
け
出

中
国
で
9000台

越
の
リ
コ
ー
ル

12483

ヤ
マ
ハ

エ
レ
ク
ト
ー
ン
　
リ
コ
ー
ル

5185
井
筒
屋

偽
装
松
坂
牛

993
住
友
不
動
産

耐
震
偽
装
訴
訟
で
控
訴

3740
近
畿
日
本
鉄
道

子
会
社
が
粉
飾
決
算

8273

一
五
二



ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
か
ら
み
た
企
業
構
造
と
不
祥
事
と
の
関
連
（
稲
葉
）

（
七
三
九
）

東
京
電
力

業
務
受
注
を
偽
装

未
連
絡
で
汚
染
物
質
輸
送

36328

中
国
電
力

原
子
炉
容
器
の
気
密
性
に
欠
陥

8879
大
阪
ガ
ス

架
空
取
引

5588
ニ
ト
リ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

こ
た
つ
リ
コ
ー
ル

2971
三
越

表
示
偽
装

284

一
五
三




